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上地 史朗



1. 血栓性血小板減少性紫斑病の体外診断用医薬品

保険適用のお知らせ (2018年 4月 2日）

2. 2018年 3月期決算短信（非連結） (2018年 5月 9日）

3. 役員の異動に関するお知らせ (2018年 5月28日）

4. 有価証券報告書の届出 (2018年 6月22日)

5. コーポレートガバナンス報告書の届出 (2018年 6月22日)

6. 2019年 3月期 第1四半期決算短信 （2018年 7月25日)

7. 2018年 第1四半期報告書 (2018年 8月 3日)

8. 業績予想の修正に関するお知らせ (2018年 9月25日)

9. 自己株式の取得及び自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-３）による

自己株式の買付けに関するお知らせ （2018年 9月25日）

10.自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-３）による自己株式の取得結果及び

自己株式の取得終了並びに主要株主の異動に関するお知らせ

（2018年 9月26日）

２０１８年度 情報開示



業績予想の修正に関するお知らせ

平成31年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成30年4月1日～平成30年9月30日）
（単位：百万円、％）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

(円)

前回発表予想 （Ａ） 2,270 230 230 155 37.08

今回修正予想 （Ｂ） 2,270 290 290 200 47.85

増減額 （Ｂ）-（Ａ） - 60 60 45 -

増減率 （％） - 26.1 26.1 29.0 -

（ご参考）
前期第2四半期実績
（平成30年3月期第2四半期）

2,006 161 180 126 30.38

２０１８年度情報開示

（情報開示日：平成30年9月25日）



売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

(円)

前回発表予想 （Ａ） 4,700 400 400 280 66.98

今回修正予想 （Ｂ） 4,800 500 500 350 83.73

増減額 （Ｂ）-（Ａ） 100 100 100 70 -

増減率 （％） 2.1 25.0 25.0 25.0 -

（ご参考）前期実績
（平成30年3月期） 4,386 456 477 277 66.49

業績予想の修正に関するお知らせ

平成31年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成30年4月1日～平成31年3月31日）
（単位：百万円、％）

（情報開示日：平成30年9月25日）

２０１８年度情報開示
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（単位：百万円）

2018年度 上期
予想

2018年度 上期
実績

増減額
増減率
（％）

売上高

製品 1,651 (72.7%) 1,663  (73.8%) 12 0.7

商品 619  (27.3%) 591  (26.2%) ▲ 28 ▲4.5

計 2,270 (100.0%) 2,254 (100.0%) ▲16 ▲0.7

営業利益 290 307 17 5.9

経常利益 290 324 34 11.7

当期純利益 200 219 19 9.5

２０１８年度 上期決算



２０１８年度の課題と対策（上期結果）

１．輸血項目の拡大

1) 機器拡販
・機器使用施設：４００台以上の設置
⇒既存２８９台＋新規１２台設置 （合計 ３０１台）

・学会での展示、ユーザーデモの実施
⇒5/24～26：日本輸血・細胞治療学会総会にて展示
⇒１９施設でデモの実施

・新機種の上市
⇒「Erytra Eflexis」 9/2上市

5月の日本輸血・細胞治療学会
総会にて参考展示



２０１８年度の課題と対策（上期結果）

１．輸血項目の拡大

2) 顧客満足度の向上
・学会でのセミナー実施
⇒5/25：日本輸血・細胞治療学会総会では

「ADAMTS13」のセミナー実施
・ユーザー会の実施
⇒機器新発売記念講演会として

11/15に実施予定



納入施設マップ（輸血機器）

設置台数：301台



２０１８年度の課題と対策（上期結果）

２．基幹システムの更新と運用

1) 生産管理システム
・2018年4月
切替・運用開始

2) 販売管理システム
・2019年4月更新
・2018年度：
単体・結合テスト 済
運用テスト(10-12月)

並行稼働 ( 1 – 3月)

会計管理

システム

生産管理

システム

販売管理

システム

3) 会計管理システム
・両システムとの連携
・自動仕訳等のインターフェース
確認/検証



２０１８年度の課題と対策（下期課題）

１．輸血項目の拡大

1) 機器拡販
・機器使用施設：４００台以上の設置（下期新規１００台）
・新機種「Erytra Eflexis」の拡販
①10/11～13：JACLaSにて正式展示

10/12：自動化学会にて機器紹介セミナー実施
②11/15 ：「Erytra Eflexis新発売記念講演会」実施

（ユーザー使用経験の報告等）
2) 顧客満足度の向上
・サーベイ実施：11月実施



トピックス

「Erytra Eflexis新発売記念講演会」
（エリトラ エフレクシス）



Erytra Eflexisシステムの紹介
–コンセプト-

柔軟性
適応性

Flexibility

コンパクトサイズ

Smart Compact

直感的な操作

Intuitive 
operations

～特徴～
１．検査室のスペースに制限されることのない、
洗練された卓上型コンパクトサイズ

２．試薬、検体設置ラックが4か所、遠心機2台、
恒温槽3台装備し、各顧客の使用状況に応じた
効率的な運用が可能

３．専用ボタンを押すだけで緊急検体に対し、
優先的に検査を実施

４．見やすいタッチスクリーンによる簡便な操作性



200～600床，
745，61％

Erytra Eflexisは200～600床クラスの
病院に最適の機器である

200～600床が2400施設（機器稼働745台）
今後、輸血機器導入・更新施設が多数見込まれる
・ユーザー状況

1. 検査室が狭い
２．検体数は少ないが、検査項目は大病院と同じ
３．人員は少ないが、夜間対応、緊急対応は必要
４．12月の医療法改正で精度管理の徹底が要求される



プロモーション活動

・9月2日 上市 ユーザーへの紹介開始
・日本輸血・細胞治療学会（5月24～26日）に参考展示
・本社４Ｆショウルームにてユーザーへの機器性能説明実施中
・11月15日「Erytra Eflexis新発売記念講演会」実施



「Erytra Eflexis新発売記念講演会」

• 開催日：１１月１５日

• 場 所：新宿「パークハイアット東京」

• 招待者数：１２０名

• 演題

• 1.『全自動輸血検査装置Erytraの使用経験』

• 熊本赤十字病院 検査部 吉田 雅弥先生

• 2.『全自動輸血検査装置Erytra Eflexisのご紹介』

• 株式会社カイノス 学術部 中島 康裕

• 3.『全自動輸血検査装置Erytra Eflexisの使用経験』

• 順天堂大学医学部附属順天堂医院

• 臨床検査部 輸血・セルプロセシング室 兼松 健也先生

• 4.『全自動輸血検査装置Erytra Eflexisの使用経験』

• 東京医科歯科大学医学部附属病院 輸血・細胞治療センター 大友 直樹先生



販売方針

• 施設規模に合わせた提案が可能

• １．５００床以上の病院 ・Ｅｒｙｔｒａ２台

• ・Ｅｒｙｔｒａ１台＋Ｅｆｌｅｘｉｓ１台

• ・Ｅｆｌｅｘｉｓ２台

• ２．２００～５００床の病院 ・Ｅｆｌｅｘｉｓ２台

• ・Ｅｆｌｅｘｉｓ１台

• ３．検査センター ・Ｅｒｙｔｒａ複数台＋Ｅｆｌｅｘｉｓ１台

１．ＥｒｙｔｒａとＥｆｌｅｘｉｓは操作性が近似しており、両機併用でも
ユーザー使用時に負担が掛からない

２．昼間（検体数が多）、夜間（検体数が少）で、
施設状況に応じ、両機を使い分けることが可能



品名 規格

輸血検査
装置一式

全自動輸血検査装置

Erytra 2台

カード用インキュベーター

DG Therm １台

カード用遠心機

DG Spin １台

Erytra

品名 規格

輸血検査
装置一式

全自動輸血検査装置

Erytra 1台

カード用インキュベーター

DG Therm １台

カード用遠心機

DG Spin １台
Erytra

品名 規格

輸血検査
装置一式

全自動輸血検査装置

Erytra Eflexis 2台

カード用インキュベーター

DG Therm １台

カード用遠心機

DG Spin １台

品名 規格

輸血検査
装置一式

全自動輸血検査装置

Erytra Eflexis 1台

カード用インキュベーター

DG Therm １台

カード用遠心機

DG Spin １台

Erytra Eflexis

Erytra Eflexis

品名 規格

輸血検査
装置一式

全自動輸血検査装置

Erytra 1台

全自動輸血検査装置

Erytra Eflexis 1台

カード用インキュベーター

DG Therm １台

カード用遠心機

DG Spin １台
Erytra EflexisErytra

ご提案構成例



２０１８年度予想
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（単位：百万円）

2017年度通期
実績

2018年度通期
予想

増減額
増減率
（％）

売上高

製品 2,992 (68.2%) 3,519 (73.3%) 527 17.6

商品 1,393 (31.8%) 1,281 (26.7%) ▲112 ▲8.0

計 4,386 (100.0%) 4,800 (100.0%) 414 9.4

営業利益 456 500 44 9.6

経常利益 477 500 23 4.8

当期純利益 277 350 73 26.4

２０１８年度 通期業績予想
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